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昨
年
11
月
中
旬
、
ア
ジ
ア
初
と
な
る
ピ
ア
ノ
指
導
者
団
体
連
絡
会
の
第
1
回
会
合
が
香
港
に
て

開
催
さ
れ
た
。
発
起
人
は
ピ
テ
ィ
ナ
。
新
し
い
ピ
ア
ノ
指
導
者
団
体
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。（
取
材
・
文
：
菅
野
恵
理
子
）

ピ
ア
ノ
指
導
者
団
体
の

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（

I
F
P
S
）

ア
ジ
ア
で
初
発
足
！

特別レポート

た
：
フ
ィ
リ
ピ
ン（
ピ
ア
ノ
指
導
者
ギ
ル

ド
に
よ
る
全
国
普
及
化
へ
の
取
り
組
み
）、

モ
ン
ゴ
ル（
国
立
モ
ン
ゴ
ル
音
楽
舞
踊
学

校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
）、
中
国

（
天
津
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
、

上
海
の
e-

c
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n

や
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
検
定
の
紹
介
）、
香

港（
香
港
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
の
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
紹

介
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
ス
ラ
バ
ヤ
音
楽

協
会
の
月
1
回
会
合
、
国
レ
ベ
ル
で
の

組
織
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
）、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
音
楽
指
導
者
協

会
に
よ
る
演
奏
者
の
た
め
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）、
日
本（
ピ
テ
ィ
ナ
の
活
動
紹
介
）、

日
本
・
神
戸（
中
国
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
紹
介
）、
米
L 

A（
M
T
N
A
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部
の
活
動
）、
カ
ナ
ダ（
※

ゲ
ス
ト
と
し
て
王
立
音
楽
検
定
の
学
習

シ
ス
テ
ム
紹
介
）等
。
ま
た
今
回
、
多
く

の
方
に
お
声
掛
け
し
て
連
絡
会
開
催
の

後
押
し
を
し
て
下
さ
っ
た
篠
原
多
雅
子

先
生（
正
会
員
・
香
港
在
住
）は
、「
ピ
ア

ノ
指
導
法
の
改
革
」に
つ
い
て
発
表
。
ピ

ア
ノ
を
通
し
て
人
間
教
育
を
心
が
け
る

こ
と
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
た
め
の
正
し
い
姿

勢
を
心
が
け
る
こ
と
、
身
体
と
感
覚
が

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
日
本
人
研
究

者
に
よ
る
科
学
的
検
証
例
な
ど
も
盛
り

込
み
な
が
ら
各
国
指
導
者
に
問
い
か
け

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

福
田
成
康
専
務
理
事
に

よ
る
開
会
の
挨
拶
か
ら

始
ま
っ
た
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
は
ア
ジ
ア
各
国

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で

普
及
・
発
展
し
て
き
た

が
、
ピ
ア
ノ
教
育
者
が

国
を
超
え
て
繋
が
る

こ
と
で
、
お
互
い
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
、
と
会
の
主
旨

が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い

て
国
別
に
自
己
紹
介
と

活
動
内
容
が
発
表
さ
れ

ア
ジ
ア
各
国
代
表
25
名
が

香
港
で
初
顔
合
わ
せ

「
ピ
ア
ノ
指
導
者
団
体
の
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
」
＿
ピ

テ
ィ
ナ
が
発
起
人
と
な
り
、
ア
ジ
ア
初

と
な
る
ピ
ア
ノ
指
導
者
団
体
連
絡
会
の

第
1
回
会
合
が
香
港
に
て
開
催
さ
れ
た

（
2
0
1
3
年
11
月
13
・
14
日
）。集
ま
っ

た
の
は
9
か
国
16
団
体
の
代
表
者
25
名
。

記念すべき第１回は
香港にて開催。

（写真下）香港名所のヴィクトリア・ピーク
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が
な
さ
れ
た
。

後
半
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
各
国
の
問
題
意
識
を
共
有
し
た

り
、
連
絡
会
の
意
義
や
今
後
の
方
針

が
話
し
合
わ
れ
た
。
連
絡
会
の
名
称

はInternational Federation
of 

Piano Societies
（
I
F
P
S
）〞に
決

定
、
年
1
回
の
連
絡
会
や
情
報
交
換
を

通
し
て
各
国
の
ピ
ア
ノ
指
導
レ
ベ
ル
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
員
資

格
は
ピ
ア
ノ
指
導
者
団
体
・
教
育
機
関
代

表
者
・
事
業
主
催
者（
お
よ
び
将
来
組
織

化
を
検
討
し
て
い
る
指
導
者
）で
あ
れ
ば

参
加
可
能
と
な
る
こ
と
等
が
決
ま
っ
た
。

よ
り
一
層
の
自
己
研
鑽
に
励
ん
だ
り
、
自

分
が
得
た
経
験
を
他
の
先
生
方
や
地
域

社
会
と
シ
ェ
ア
し
た
り
、
共
に
新
し
い
課

題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
そ
れ
ら
が
結
果

と
し
て
指
導
力
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
各
国
の
ピ
ア
ノ
指
導
者
も
、

そ
れ
ぞ
れ
音
楽
を
学
び
、
次
世
代
に
伝

え
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
中
で
、

日
本
の
指
導
者
と
同
じ
よ
う
な
問
題
意

識
や
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
同

じ
よ
う
な
目
線
に
立
つ
先
生
同
士
が
繋

が
れ
ば
、
情
報
だ
け
で
な
く
、
体
験
の

共
有
や
学
び
合
う
機
会
も
増
え
る
だ
ろ

う
。
日
本
に
も
多
く
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
積
み
重
ね
が
あ
る
。
今
回
ピ
テ
ィ

ナ
の
発
表
で
は（
加
藤
事
務
局
長
よ
り
）、

コ
ン
ク
ー
ル
・
ス
テ
ッ
プ
事
業
・
指
導
者

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た

が
、
中
で
も「
i
n
g
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
指

導
者
パ
ス
ポ
ー
ト
」な
ど
の
継
続
的
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
他
国
が
反
応
し
て
い
た
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。

自
ら
の
潜
在
能
力
を
開
花
さ
せ
、
お

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
結
ば

れ
る
新
た
な
絆
は
、
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く

世
界
的
に
見
て
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
力
に

な
る
だ
ろ
う
。
次
回
I
F
P
S
連
絡
会

は
2
0
1
4
年
8
月
23
日
に
東
京
で
開

催
予
定（
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
表
彰
式
翌
日
）。
ア
ジ
ア
各
国
の

ピ
ア
ノ
指
導
者
代
表
と
交
流
を
深
め
る

の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

今
回
出
席
し
た
各
団
体
代
表
者
は
欧

米
留
学
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
欧
米

と
自
国
双
方
の
音
楽
教
育
を
俯
瞰
す
る

視
点
と
、
郷
土
の
若
い
才
能
に
対
す
る

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
あ
る
。
そ
の
上
で
自
分
た
ち
の
性
質

に
合
っ
た
方
法
で
さ
ら
に
指
導
力
を
高

め
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
率

直
な
意
見
交
換
を
求
め
て
い
た
。
ほ
と

ん
ど
が
初
顔
合
わ
せ
と
い
う
状
況
な
が

ら
和
気
あ
い
あ
い
と
会
は
進
行
し
、
有

意
義
な
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

同
じ
目
線
に
立
つ

日
本
・
ア
ジ
ア
の
指
導
者
た
ち
を

結
ぶ
こ
と

で
は
ア
ジ
ア
各
国
の
ピ
ア
ノ
指
導
者

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
る
こ
と
に

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
一
度
日
本
に
置
き
換
え
て
考
え
て

み
た
い
。
ピ
テ
ィ
ナ
で
は
こ
れ
ま
で
全

国
1
3
0
の
支
部
・
連
絡
所
に
加
え
て

3
5
0
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
立
ち
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
独
立
独
歩
だ
っ
た
ピ
ア

ノ
教
室
同
士
が
交
流
を
始
め
た
こ
と
で

ど
れ
だ
け
の
変
化
が
先
生
方
に
も
た
ら

さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
相
手
を
知
る
こ
と

は
自
分
自
身
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

各国のプレゼンテーション
（シンガポール代表ジュリー・タンさん） 

発表する篠原多雅子先生。お
嬢様の慶子さんが英語・中国
語を駆使して、会のファシリ
テーターを務めて下さった。

グループディスカッションの様子


